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28. 坪木和久、台風 3 号について、NHK、クローズアップ現代、2017 年 7 月 6 日 
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37. 坪木和久、愛知県内で発生した竜巻とみられる突風についてコメント、読売新聞、

2017 年 8 月 8 日 



38. 坪木和久、愛知県内で発生した竜巻とみられる突風について解説、読売新聞、2017
年 8 月 9 日 

39. 坪木和久、愛知県内で発生した竜巻とみられる突風について解説、毎日新聞中部、

2017 年 8 月 9 日 
40. 坪木和久、九州豪雨について、KBC 九州朝日放送、ニュースピア、2017 年 8 月 16

日 
41. 坪木和久、九州豪雨について、日本テレビ（全国）、NNN ドキュメント、2017 年

8 月 21 日 
42. 坪木和久、台風の災害について、南日本放送、MBC ニューズナウ、2017 年 9 月 1

日 
43. 坪木和久、豪雨について、東海テレビ、みんなのニュース One、2017 年 9 月 1 日 
44. 坪木和久、豊橋の竜巻について、NHK（東海三県）、ほっとイブニング、2017 年 9

月 4 日 
45. 坪木和久、豪雨について、静岡テレビ、とびっきり静岡、2017 年 9 月 5 日 
46. 坪木和久、スーパー台風について、NHK 総合、NHK スペシャル MEGA CRISIS、

2017 年 9 月 9 日 
47. 坪木和久、異常気象について、テレビ愛知、サンデージャーナル、2017 年 9 月 10

日 
48. 坪木和久、スーパー台風について、フジテレビ、とくダネ、2017 年 9 月 13 日 
49. 坪木和久、台風 18 号について、TBS、報道ステーション、2017 年 9 月 14 日 
50. 坪木和久、台風について、大阪毎日放送、サタデープラス、2017 年 9 月 16 日 
51. 坪木和久、台風 18 号について、TBS、あさチャン、2017 年 9 月 18 日 
52. 坪木和久、豪雨について、毎日新聞、2017 年 10 月 16 日 
53. 坪木和久、台風の豪雨災害の現状と地球温暖化に伴う将来変化、一般社団法人不動

産協会講演会、一般社団法人不動産協会、中日ビル・クラブ東海、愛知、2017 年 11
月 22 日 

54. 坪木和久、福井県の記録的な大雪についてコメント、読売新聞、2018 年 2 月 7 日 
55. 坪木和久、水蒸気観測について、朝日新聞、2018 年 2 月 18 日 
56. 吉田康平、報道発表「地球温暖化で猛烈な熱帯低気圧（台風）の頻度が日本の南海

上で高まる ～多数の高解像度温暖化シミュレーションによる予測～」、（一財）

気象業務支援センター、気象庁気象研究所、2017 年 10 月 26 日 
57. 吉田康平、猛烈な台風日本で増加か気象研、温暖化で予測、共同通信、2017 年 10

月 26 日 
58. 吉田康平、日本南海上で台風増加、日刊工業新聞 23 面、2017 年 10 月 27 日 
59. 吉田康平、21 世紀末、日本南海上で「カテゴリー4 」以上の台風増加気象庁など解

析、日刊工業新聞電子版、2017 年 10 月 27 日 
60. 吉田康平、2090 年猛烈な台風増える予測、朝日新聞 37 面、2017 年 10 月 27 日 



61. 吉田康平、温暖化進行時の猛烈な台風の研究紹介、NHK「おはよう日本」、2017 年

10 月 28 日 
62. 吉田康平、温暖化による猛烈な台風の変化の研究紹介、テレビ朝日「スーパーJ チ

ャンネル」、2017 年 10 月 28 日 
63. 吉田康平、日本の南海、巨大台風が増加へ…温暖化進むと、読売新聞、2017 年 11

月 6 日 
64. 吉田康平、日本の南海上を通る猛烈な台風は地球温暖化で増えることが、初めて明

らかに、科学技術振興機構サイエンスポータル、2017 年 11 月 8 日 
65. 吉田康平、猛烈級到達増も温暖化で勢力強まる（狩野川台風から 60 年の特集記事）、

静岡新聞、2018 年 1 月 1 日 
 

＜平成 30 年度＞ 
66. 今田由紀子、川瀬宏明、毎日新聞デジタル毎日「日本の今年の猛暑、温暖化なけれ

ば起こる確率 0％だった 気象研究所などが分析」、2018 年 12 月 28 日 
67. 今田由紀子、川瀬宏明、毎日新聞朝刊 23 面「今夏の暑さ 温暖化のせい」、2018 年

12 月 29 日 
68. 川瀬宏明、毎日新聞朝刊 29 面「検証列島災害 集中豪雨 北上の恐れ」、2019 年 1

月 19 日 
69. 川瀬宏明, 毎日新聞デジタル毎日「検証・災害列島 温暖化で降水１割増予測 集中

豪雨、北上の恐れ」、2019 年 1 月 19 日 
70. 鬼頭昭雄、地球温暖化問題への誤解／曲解を正す、南北米福地開発協会講演会、大

山街道ふるさと館、川崎、2018 年 6 月 30 日 
71. 鬼頭昭雄、地球温暖化と異常気象、経済同友会 同友クラブ「師を囲む会」、同友ク

ラブ、東京、2018 年 7 月 20 日 
72. 鬼頭昭雄、読売新聞朝刊 3 面「世界猛暑」、2018 年 7 月 26 日 
73. 鬼頭昭雄、地球温暖化と異常気象、科学技術に関する調査プロジェクト、国立国会

図書館、東京、2018 年 7 月 30 日 
74. 鬼頭昭雄、未来の天気はどうなるか、朝日カルチャーセンター横浜教室、横浜、2018

年 10 月 13 日 
75. 鬼頭昭雄、異常気象と地球温暖化、提言・実践首長会 第 48 回全体会合、第 5 東洋

海事ビル、東京、2018 年 11 月 22 日 
76. 鬼頭昭雄、地球温暖化と異常気象について、埼玉県私立学校総連合会、平成 30 年

度「私学教育振興研修会」、浦和ロイヤルパインズホテル、浦和、2019 年 1 月 28
日 

77. 鬼頭昭雄、地球温暖化予測と海、日本マリンエンジニアリング学会、技術者継続教

育先進コース講習会、東京海洋大学越中島会館、東京、2019 年 1 月 31 日 
78. 鬼頭昭雄、地球温暖化と気象リスク、電力広域的運営推進機関、豊洲、2019 年 2 月

18 日 



79. 坪木和久、記録雨に異例の猛暑について、NHK、クローズアップ現代、2018 年 7 月

5 日 
80. 坪木和久、記録的豪雨について、NHK、科学番組、2018 年 7 月 9 日 
81. 坪木和久、豪雨災害について、NHK、日曜討論、2018 年 7 月 22 日 
82. 坪木和久、台風について、CBC、イッポウ、2018 年 7 月 30 日 
83. 坪木和久、台風 21 号について、中京テレビ、キャッチ、2018 年 8 月 31 日 
84. 坪木和久、気象について、NHK、川があぶない、2018 年 8 月 31 日 
85. 坪木和久、台風 21 号について、名古屋テレビ、台風報道番組特集枠、2018 年 9 月

4 日 
86. 坪木和久、台風 21 号について、名古屋テレビ、UP、2018 年 9 月 5 日 
87. 坪木和久、台風 21 号について、CBC、イッポウ、 2018 年 9 月 5 日 
88. 坪木和久、避難警報レベル化について、NHK、ニュース 7、2018 年 12 月 12 日 
89. 坪木和久、避難警報レベル化について、NHK、ニュースウォッチナイン、2018 年 12

月 12 日 
90. 坪木和久、竜巻の記事について解説、読売新聞、2018 年 5 月 10 日 
91. 坪木和久、梅雨前線について解説、毎日新聞、2018 年 7 月 6 日(夕刊) 
92. 坪木和久、前線停滞について解説、読売新聞、2018 年 7 月 7 日 
93. 坪木和久、豪雨について解説、朝日新聞、2018 年 7 月 8 日 
94. 坪木和久、西日本豪雨特集、読売新聞、2018 年 7 月 13 日 
95. 坪木和久、広域豪雨について、日本経済新聞、2018 年 7 月 14 日 
96. 坪木和久、線状降水帯について、朝日新聞、2018 年 7 月 24 日 
97. 坪木和久、西日本豪雨について講演、中国新聞、2018 年 8 月 10 日 
98. 坪木和久、台風上陸について、毎日新聞、2018 年 10 月 1 日 
99. 坪木和久、台風 24 号について、読売新聞、2018 年 10 月 1 日 

100. 川瀬宏明、温暖化と降雪量について解説、朝日新聞、2019 年 3 月 2 日 

  



国際共同研究の状況 
・海外機関との連携 
 
1.  
領域課題ⅰ 
1. ジェット推進研究所(JPL) 

境界層スキームの開発 
領域課題ⅲ 
2. King Mongkut's University of Technology North Bangkok, タイ 

CORDEX-SEA では、タイの高分解能の地域気候モデルによる温暖化予測

実験を行うことになっており、水平分解能 2km の NHRCM によるダウン

スケーリング実験を行った。また、Waranyu Wongseree 氏により、2017
年 6 月 9 日気象庁にて「Achievement and Future Climate Research of 
RUCORE」、2017 年 7 月 6 日気象研究所にて「Projected Climate 
Indices over Thailand from multi-model regional climate simulations of 
SEACLID/CORDEX Southeast Asia」と題したセミナーを行った。 

3. Department of Meteorology and Climate Change, Hanoi University of 
Science, ベトナム 
NHRCM のベトナムにおける現在気候再現性を調査するための、

NHRCM05 によるダウンスケーリング実験。また 2017 年 9 月 27 日に気

象研究所にて Pham Thanh Ha 氏による「Predictability of the rainy 
season onset in Central Highlands」と題したセミナーを行った。 

4. Hidrotécnicas de la Universidad Tecnológica de Panamá、パナマ 
パナマ地域の将来予測について全球モデルによる予測結果の情報共有を行

った。全球モデルから 5km 解像度の NHRCM による力学的ダウンスケー

ル結果、今後のダウンスケーリング手法についてそれぞれ議論し、力学的

ダウンスケール結果の利用法についても検討を行った。 
2017 年 8 月 21 日気象研究所にて Jose Rogelio Fabrega Duque 氏による

「Research Projects of the Hydraulics and Hydrotechnical Research 
Center (CIHH)of the Technological University of Panama (UTP)」と題し

たセミナーを行った。 
5. Manila Observatory, フィリピン 

境界層モデルや対流パラメタリゼーションが、降水量分布に与える影響を

調べる感度実験を行った。2017 年 11 月 16 日に気象研究所にて Faye 
Abigail T. Cruz 氏による「Towards improving NHRCM simulation of 
southwest monsoon rainfall in the Philippines」と題するセミナーを行っ

た。 



6. Department of Physics and Material Science, Faculty of Science, Chiang 
Mai University, タイ 
5km解像度のNHRCMによる温暖化気候変動予測実験を既に行っていたが

、境界層と対流パラメタリゼーションが降水量分布に与える影響について

の感度実験を行った。さらにその結果を用いてタイ全土を含む領域で

NHRCM05による気候変動予測実験を行った。そして、その結果でチャオ

プラヤ川上流のナン川・ヨム川流域での水平分解能2kmのNHRCMダウン

スケーリングを行った。Sujittra Ratjiranukool氏により気象研究所にて12
月14日「Sensitivity test of PBL and cumulus parameterization scheme 
in NHRCM precipitation over Thailand 」、2017年1月22日「Climate 
Change Projections over Thailand by Downscaling  Approach Using 
NHRCM」と題するセミナーを行った。 

7. タイ世界食糧計画、チェラロンコン大学水資源学科・海洋学科、ラムカー

ヘン大学、カセサート大学、水文・農業情報研究所、王立灌漑局、キング

モンクット大学、タイ気象局 
力学的ダウンスケール(DDS)実験の概要紹介と、その影響評価研究での利

用可能性について議論を行い、研究協力の可能性について議論を行った。

研究協力の第一歩として、2 機関からデータ提供依頼、別の 2 機関からは

DDS の能力開発支援依頼があった。  
また、DDS を実施している気象研究者と利用者・利用希望者のためのセッ

ションとして、バンコクで開催される THA2019（International 
Conference on Water Management and Climate Change towards Asia's 
Water-Energy-Food Nexus and SDGs）での 1 日ワークショップ開催を提

案し、2019 年 1 月 25 日、DDS MRI-AGCM データの利用に関するワーク

ショップとして実現した。 
8. Institute of Tibetan Plateau Research (ITP)、中国 

チベット高原の研究計画 TPE（Third Pole Environment)の説明とチベッ

ト周りの予測データ提供等の可能性調査と領域テーマ C のアジア域での活

動・計算デザイン。 
9. CSIR Fourth Paradigm Institute, Bangalore、インド 

気象研究所高解像度大気大循環モデル（MRI-AGCM3.2）を用いて、赤道

インド洋および太平洋のそれぞれの海域がインドモンスーンとその変動に

与える影響を調べる感度実験を行った。また南インドの西ガーツ地域での

気候変動予測への気象研究所地域気候モデル（NHRCM）の適用研究や気

象研究所気候モデル（MRI-CGCM）を用いてのインドモンスーンへのエー

ロゾルの役割を調べる研究を実施する可能性について議論した。また、5 月

8 日に気象研究所にて Kavirajan Rajendran 氏による「Monsoon Climate 
Change Projection for the Orographic West Coast of India using High 
Resolution Dynamical Downscaling Model」と題したセミナーを行った。 



10. Universiti Kebangsaan Malaysia、マレーシア 
マレーシア全土において 5km 分解能の NHRCM を用いて、現在気候再現

実験及び将来予測実験を行った。NHRCM によって再現した年降水量は、

アジアの水資源の温暖化評価のための日降水グリッドデータ

（APHRODITE）を用いて再現性の評価を行った。その結果、平野部では

過小評価、山岳部で過大評価の傾向がみられるが、概ねマレーシアの気候

分布を再現していると言える。また、降水量の季節変化を見ると、マレー

シアの季節変化をほぼ的確に再現していることが分かった。 
7 月 19 日に気象研究所にて Ngai Sheau Tieh 氏による「Bias Correction 
on Future Rainfall in Southeast Asia based on Multi-model Simulations 
of SEACLID/CORDEX-SEA」と題したセミナーを行った。 

11. Hydrology and Climate change, Vietnam Institute of Meteorology, ベト

ナム 
8 月 9 日に気象研究所にて Truong Ba Kien 氏による「Climate change 
scenarios for Vietnam, 2016」と題したセミナーを行った。 

12. Regional Climate Systems, Manila Observatory, フィリピン 
フィリピン全域を 5km 分解能の NHRCM を用いて 2km 分解能の AGCM
からのダウンスケーリング実験をおこなった。さらに、ミンダナオ島につ

いては 2km の分解能で、現在気候再現実験と 21 世紀末の将来予測実験を

行った。その結果、NHRCM は夏季の北西の季節風による降水パターンを

よく再現している。NHRCM の降水量は APHRODITE と比較すると過大

評価であるが、Climate Hazards Group InfraRed Precipitation with 
Station data (CHIRPS)と比べると過小評価となっているので、格子状の降

水データはモデルの検証に用いる前に、その妥当性の検討を行う必要があ

ることが分かった。 
11 月 8 日に気象研究所にて Dado  B. Julie Mae 氏による「Numerical 
study on the climate over the western Philippines by a convection-
permitting model: Role of local sea surface temperature」と題したセミナ

ーを行った。 
13. Qatar Meteorology Department、カタール 

2019 年 3 月 18 日～19 日にアブドゥラ長官（Mr Abudulla Mohammed 
Almannai）、アブドゥラフマン気候部長（Mr Abdulrahman Al 
Ansari）、クリシュナ気象コンサルタント（Dr Krishna Kumar 
Kanikicharla）氏と気象研究所において共同研究打合せを行った。カター

ル国ではドーハ市の都市気候とその将来変化に関心があり、都市モデルを

含む気象研究所地域気候モデルを導入したいとの意向である。 
 
 



・国内での連携 
領域課題ⅲ 
1. 京都大学防災研究所 
2. 弘前大学 大学院理工学研究科 
3. 水災害・リスクマネジメント国際センター（ICHARM） 
 
・外国人招聘 
 
国際ワークショップ 「気候変動ダウンスケーリング国際ワークショップ

2017」の開催のため下記 14 名を招聘した。2017 年 10 月 1 日~5 日 
1. Hyun-Suk Kang、National Institute of Meteorological Sciences、韓国 
2. Huang-Hsiung Hsu、Academia Sinica、台湾 
3. Ke-Sheng Cheng、National Taiwan University、台湾 
4. Cheng-Ta Chen、National Taiwan Normal University、台湾 
5. Gemma Teresa Narisma、Manila Observatory、フィリピン 
6. Ngo Duc Thanh、Hanoi University of Science、ベトナム 
7. Jerasorn Santisirisomboon、Ramkhamhaeng University、タイ 
8. 金丸秀樹 Food and Agriculture Organization of the United Nations、タ

イ 
9. Fredolin Tangang、National University of Malaysia、マレーシア 
10. Jayanarayanan Sanjay、Indian Institute of Tropical Meteorology、イン

ド 
11. Roy Rasmussen、National Center for Atmospheric Research、米国 
12. Liqiang Sun、North Carolina Institute for Climate Studies、米国 
13. Daniel Mitchell、University of Bristol、英国 
14. Douglas Maraun、Wegener Center for Climate and Global Change、オ

ーストリア 
 

領域課題ⅲ 
15. Waranyu Wongseree（タイ、王立モンカット大学、准教授） 

2017 年 6 月 5 日～7 月 28 日 
16. Pham Thanh Ha（ベトナム、Hanoi University of Science, Department 

of Meteorology and Climate Change） 
2017 年 9 月 4 日～11 月 1 日 

17. Faye Abigail T. Cruz 氏 （Manila Observatory, Philippine） 
2017 年 9 月 25 日～ 11 月 22 日 

18. Sujittra Ratjiranukool 氏 （Department of Physics and Material 
Science, Faculty of Science, Chiangmai University, Thailand） 



2017 年 9 月 30 日～12 月 23 日 
19. Kavirajan Rajendran 氏 （CSIR Fourth Paradigm Institute, 

Bangalore, India） 
2018 年 5 月 6 日～6 月 1 日招聘 

20. Ngai Sheau Tieh 氏 （Universiti Kebangsaan Malaysia, Malaysia） 
2018 年 6 月 17 日～8 月 10 日 

21. Dado B. Julie Mae 氏 （Regional Climate Systems, Manila 
Observatory, Philippines） 
2018 年 9 月 24 日～11 月 17 日 
 

・開発されたモデル一覧 
領域課題ⅰ 
1. 大気海洋結合モデル 
2. 大気海洋結合タイムスライス実験システム 
領域課題ⅱ-b 
3. 領域大気海洋結合モデル（CReSS-NHOES）の開発  

 


